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4.まとめ 

 

 本工事は住宅街に隣接し、交通量の多い道路で 5現場連続という環境であったが、各現

場との密な連絡調整、統一したお知らせ看板の設置等の工夫を行った結果、苦情の発生も

なく全 5現場が無事故で完成出来た。 

また、橋梁下という雨天の影響を受けにくい好条件でしたが、ムダ・ムリのない工程管

理により 2/7 の休日が確保出来たことは非常に自信になりました。 

今後の工事においても周囲の環境、工程調整等を考慮した施工管理を行いながら、週休 2

日の休日確保に努力していきたいと思います。 


